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(No.513) 第11話 ニオイが残る 

－ニオイに対する知識も広く浸透して欲しい... 

 タバコの白い煙は見えなくても、ニオイを感じることはあります。例えば

屋内の喫煙室は誰もいなくても、タバコのニオイがします。日常的にタバコ

の煙が充満する部屋には、タバコのニオイが染みついていますからね。 

(No.514) 第12話 売れる商品 

－タバコはコンビニの売上の４分の１を占める... 

 タバコが“人びとの健康”を害するのは明らで、「百害あって一利なし」

であると認識している人が大勢います。そんな知識を持っている人は、あえ

てタバコを吸い始めないでしょうが、残念ながら何らかの事情でタバコを吸

い始めてしまい、ニコチン依存症になってしまった人も大勢います。ニコチ

ン依存になると毎日タバコが必要となるので、頻繁にタバコを購入しなけれ

ばなりません。 

  そこで、左の写真を見てください。ざっと２００種類ほどのタバコが、

ずらっと並んでいますが、わりと見慣れた光景です。そうです、どこのコン

ビニでもレジ近辺はこんな風になっていますよね。 

(No.515) 第13話 大きな差 

－タバコを吸うか吸わないかで経済的にも大きな差がある... 

 ひとたびニコチン依存症になってしまうと、毎日タバコを吸い続ける生活

を送ることになります。言いかえれば、タバコを買い続けなければなりませ

ん。いったいタバコ代にどれほどのお金を費やすことになるのでしょう。 

 現在、タバコの値段は一箱４３０円～４５０円です。毎日買ったとすると

一ヶ月で約１３０００円が必要です。仮に４５０円のタバコをずっと毎日買

い続けたとすると、下図のような金額になってしまいます。年間１６万円以

上もタバコにつぎ込んで、何か得るものはあるでしょうか。 

 「百害あって一利なし」の言葉のとおり、得るものはありません。それど

ころか２０年、３０年も吸い続ければ、そのために病気になるケースはたく

さんあります。３０年間約５００万円をかけてタバコを吸い続けた結果、そ

のために病気にかかり入院治療をうけたとしましょう。するとその治療費も

必要となり、さらに出費が増えるわけです。 

(No.516) 第14話 休憩時間と労働時間 

－喫煙している時間は休憩時間か労働時間か？... 

 喫煙者は定期的にタバコを吸い続けます。だから、働いている喫煙者は仕

事中にもタバコを吸う時間が必要になります。 

 では、勤務中にタバコを吸う時間は、労働時間に含まれるのでしょうか。 

 ほとんどの職場は受動喫煙を防ぐために禁煙になっているので、喫煙者は

タバコを吸うためには職場を離れなければなりません。つまり、厳密に言う

と仕事はできないわけです。 

 そこで、上の例をみてくだい。勤務中に一日５本吸ったすると毎日３５分

の労働時間を失い、それを賃金に換算すると年間３１万円にもなるという試

算です。 
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